Ｉｎｔｅｇｒｉｔｙ　補足

内海さん：　順法仁徳、この発想はすごい！
お遍路さんを務め、シルクロードの旅を終えてた内海さんには仁（じん）、徳という言葉に対するご理解がいっそう深まって居られると感じています。加えて論語の勉強を続けておられますので仁に対するご理解もあり、順法仁徳の表現はけだし、ご立派と思います。
仁には相手に対する思いやりの意があると大家にお聞きした記憶があります、あなたが居て私が居るということを認識することから、相手に対する思いやりが始まるのだ・・・という趣旨でした。社会と会社はいずれもあなたと私との関係を延長させたものであり、そうした延長上で改めてあなたと私との関係を見るとき徳が現れるというのでした。
面と向かい合っている二人の関係から社会という大きな組織にまで繋がっていることを承知して、社会の最小単位であるあなたと私との関係を大事にしよう、それが仁であり、徳に発展するのだ・・・ということでもありました。
自分として一人生きることと、社会の中で生かされること、この両方を通じるのがＩｎｔｅｇｒｉｔｙでありましょうし、それを順法仁徳としたのはうまいと感じます。
 最近の新聞記事を見ますと若い人たちには仁、徳という言葉は通じないようです。悲しいかな最近２０年の教育の成果です。仏典を読むことも無く、漢詩・論語に触れる機会もままならず、くわえてかな文字の羅列に終わる携帯電話を介したチャット、メールが生活の中で多くの時間を占め、言葉を使って心を伝えることのほとんど無い若い人たちにも共感を呼ぶような新しいＩｎｔｅｇｒｉｔｙの翻訳を期待します。
40年近くお付き合い頂いている国際派友人より
「真の裕福は誠実さの中にある。」（ウイグル族の諺だそうですが、巨額に膨れ上がったイスラム圏のオイルマネーの運営のなかにもそう説いているのではないかとも思います。
仁　を皇室ではひとと読む。　明仁　あきひと　今上天皇

徳のある人は才能がない、才能ある者は徳がない、といわれますが、私は自分では気の弱い普通の常識人だと思っています。　ただ、いつも何かに守られている、運がいいな、と思いながら、何とか頑張ってきました。　　　　　　　　　　　　小泉首相最後のメールマガジン

全米二位の資産家Warren Buffetが投資会社運営の理念の一つとしていること。 
BERKSHIRE HATHAWAY INC.不況時でも損失の少ない投資会社
CODE OF BUSINESS CONDUCT AND ETHICS
“…I want employees to ask themselves whether they are willing to

have any contemplated act appear the next day on the front page of

their local paper – to be read by their spouses, children and friends

· with the reporting done by an informed and critical reporter.”
何かを決断しなければならぬとき、「動機、善なるや」と自問する。稲盛和夫
イギリスの指導者チャーチルは言った。｢人は皆幸福を求めている。一日の幸福を得たければ床屋へ行け。一ヶ月の幸福を得たければ馬に乗れ。一年の幸福を得たければ家を建てろ。一生の幸福を得たければ、自分の人徳を磨け｣と。
